
チーム名：kuwax
作品タイトル「プログラミン
グで楽しむRPG」



プログラミングを軽くやったことがあり、プログラミング言語C#の学習をしたい人をターゲッ
トにしている。

windowsパソコンを用いて一人で行うゲーム

C#のコードで命令を与えて、主人公をゴールまでたどり着かせることが目的。
その過程で、ユーザーはプログラミングを学べる。



主人公がゴールにたどり着くことがゲームクリアの条件。

「ギブアップ」ボタンを押せば、そのステージをあきらめることになるため、ゲームオーバー
になる。

スイッチを押すメソッドで、スイッチのない場所でそのメソッドを使用したらゲームオーバー
となるものもある。



完成品である。

画像などのグラフィックが改善の余地がある。



初めの画面で矢印キーでステージを選んで、エンターキーでそのステージの中に入れる。
以降は、指示があるようにc#のコードを書くことで主人公を操作して、ゴールにたどり着くよ
うにする。

人によっては、もうすでに習得済みなところのコードを書きたくないかもしれないので、
「上」「右」「下」「左」「押す」「話しかける」などのボタンを用意している。このボタン
を押せばコードを書かなくても主人公を操作できる。
「ギブアップ」を選択したら初めの画面に戻る。



・桑原頌明
①全般
②全般
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プログラミングで楽しむRPG



プログラミングを学
べるゲームになって
いる!



コードを書いて、主人公に命令を与えて、
迷路をクリアするゲームになっている!



C#でコードを書くと、その出力結果
をもとに主人公が動いてくれる。



Windowsに内蔵されているc#のコン
パイラを呼び出して、その実行結果
を取得する仕組みになっている。



ゲームをプレイしている様子を紹介
する。



ここにコー
ドを書く!



実行ボタ
ンを押す
と…



主人公が命令に
従って移動してく

れた!

出力結果が
ここに表示
される



モンスターや
看板などのセ
リフがここに
表示される!



課された内容
のコードを書
いて、

提出する!



モンスターが
消えて通れる
ようになる!



ゴールまでたどり着いてこの
ステージはクリアできた!



このステージでは、出力の方法を学べたが、
ステージごとによって学べる内容はさまざ
まである。

入力、条件分岐、繰り返しなどが学べるよ
うになっている。



今から、各ステージごとの説明を
する



矢印キーでステージを選んでエンターキーで決定する!



ここではhomemadeという
このゲーム独自のメソッドで、
メソッドについて学ぶ。



homemade.say()メソッドを
呼び出せた!



Homemade.onoffPush()
という扉を閉会するメソッ
ドを使って、扉を開けるよ
う指示されている!



指示通りメソッドを
呼び出すとドアが開
いて、ゴールまでの
行けるようになる!



このようにして、このステージ
ではメソッドを学べた!



ここでは条件分岐につい
て学ぶ。

If文の説明が書かれている。



スイッチのないところで
homemade.onoffPush()を実行し
たらゲームオーバーになるので、
homemade.onoffCheck()で真が
返ってきた時だけスイッチを押す
ようコードを書き、扉を開けたた
めゴールまで通れるようになっ

た!



このようにして、このステージでは条件
分岐を学べた!



変数についての説明がされてい
る!



モンスターが与えた入力を変
数に代入して、それを出力す
るとゴールまでたどり着くよ

うになっている!



入力を出力するコード
を

提出したら、

モンスターが消えて、
ゴールまで通れるよ
うになった!



このようにして、このステージで
は変数と入力について学べた!



For文についての説明
が書かれている!



地道にゴールまで行くので
はとても時間がかかるため、
繰り返しの処理でゴールま
でいくよう書かれている!



101回右へ移動するよ
うに指示されている。

実行すると無事、101マ
ス右へ移動してゴール
手前までたどり着い

た!



このようにして、このステージでは繰り
返しの処理を学べるようになっている。

このステージはゴールまで横に101マス
あるが、ステージ内容のデータを編集す
れば簡単に、千マスにも１万マスにも変
更できる。



このステージが何マスか
数えるように指示された。



for文を駆使して何マスあるか数えて提出し
たら、ゴールまで通れるようになった!



このようにして、このステージでは
繰り返しについて再び学べた!



配列についての説明
が書かれている!



配列を使って解ける
問題が課される!



コードを書いて実行
したら、無事、ゴー
ルまでたどり着い

た!



このようにして、このステージで
は配列を学ぶことができた!



 xmlを読み取ってステージが作られるため、xmlを
編集することで各ステージは自由に変更できる仕
様になっている!



ここで紹介したステージはあくまで１
例であって、xmlにより自分でも簡単
にステージは変更できるため、この
ゲームは無限の可能性が秘めている!

～終わり～


